職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
国内製薬企業のメディカルアフェアーズ部門で、オンコロジー領域（肺がん・乳がん）のMSLとして◯年従事しています。関東エリアの大学病院・がん専門病院に勤務する医療専門家◯名を担当し、月平均◯件の科学的対話を通じて治療上の課題やアンメットメディカルニーズを収集しています。収集した内容はインサイトレポートとして整理し、アドバイザリーボード会議の議題設定や社内のメディカル戦略検討に反映させる役割を担ってきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：国内製薬企業（従業員約◯名）／オンコロジー・免疫領域を中心に展開するメディカルアフェアーズ部所属
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：メディカルサイエンスリエゾン
【担当業務】
・オンコロジー領域（肺がん・乳がん）を担当し、関東エリアの大学病院・がん専門病院の医療専門家◯名を担当（月平均◯件の科学的対話）
・面談で得た治療上の課題・アンメットメディカルニーズをインサイトレポートに整理し、社内のメディカル戦略会議で共有
・アドバイザリーボード会議およびメディカルエキスパートミーティングの企画、議題案作成、当日運営（年間◯本）
・国内外学会での演題収集と社内向け報告会の実施、医師主導臨床研究（IIT）に関する社内手続きの支援とフィージビリティ確認
【実績】
・担当施設ごとに関心領域と対話履歴を一覧化する管理方法を導入し、面談準備の所要時間を約◯%短縮。年間の科学的対話件数は◯件から◯件に増加
・新たに◯施設の医療専門家と継続的な対話関係を構築し、うち◯名にアドバイザリーボードへ参画いただき、議事内容をメディカルプラン更新時の検討材料として提出


■活かせる経験・知識・スキル
・担当領域の疾患知識と診療ガイドライン、標準治療の流れの理解
・臨床論文の読解とデータ解釈、対話用スライド・Q&A資料の作成
・Veeva CRM・Veeva Vaultを用いた活動記録とインサイト管理
・英語での論文読解、海外学会資料の要約と社内共有
■資格
・薬剤師免許（20XX年3月取得）
・博士号（医学系）（20XX年3月取得）
■自己PR
最新の臨床試験データを疾患背景や診療の流れに沿って整理し、面談の目的に合わせて論点を絞り込む準備力が強みです。担当施設ごとに関心テーマと過去の対話履歴を整理したうえで、一次文献とガイドラインを対照した資料を用意する運用に変え、面談後のフォロー依頼（追加データの提供や社内照会）に◯営業日以内で対応できる体制を整えました。貴社でも担当領域の文献を継続的に追いながら、医療専門家との対話で得た示唆をメディカル部門の計画立案に還元していきたいと考えています。
以上
